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川内原子力発電所対策調査特別委員会記録 
 

○開催日時 

令和６年１月１９日 午後１時３０分～午後２時９分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（９人） 

   委 員 長  成 川 幸太郎 

   副委員長  石野田   浩 

   委  員  井 上 勝 博 

  委  員  下 園 政 喜 

   委  員  森 満   晃 

委  員  落 口 久 光 

委  員  阿久根 憲 造 

委  員  坂 口 正 幸 

委  員  山 中 真由美 

───────────────────────────────────────── 

○欠席委員（１人） 

   委  員  川 添 公 貴 

───────────────────────────────────────── 

○その他の議員（２人）

   議  員  大田黒   博   議  員  森 永 靖 子

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

   未 来 政 策 部 長  古 川 英 利 

   市 民 安 全 部 長  上 戸 理 志 

市 民 安 全 部 次 長   遠 矢 一 星 

防 災 安 全 課 長  森 山 勝 男 

原 子 力 安 全 室 長  宮 田 高 敬 

─────────────────────────────────────────

○事務局職員 

議 会 事 務 局 長  田 代 健 一 

議 事 調 査 課 長  久 米 道 秋 

課長代理兼議事グループ長  上 川 雄 之 

議 事 グ ル ー プ 員  今 吉 聖 人 

───────────────────────────────────────── 

○審査事件等 

１ 調査事項 

⑴ 川内原子力発電所の運転状況について 

⑵ 令和５年度鹿児島県原子力防災訓練について 

２ 原子力防災訓練の現地視察について 

         ───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（成川幸太郎）それでは、ただいま

から、川内原子力発電所対策調査特別委員会を開

会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査日程により、審査を進めたいと思いますが、御

異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（成川幸太郎）御異議ありませんの

で、お手元に配付しております審査日程により、

審査を進めます。 

 ここで、傍聴の取扱いについて申し上げます。 

 現在、２名から傍聴の申出がありますので、こ

れを許可します。 

 なお、会議の途中で追加の申出がある場合にも、

随時許可します。 

────────────── 

△川内原子力発電所の運転状況について 

○委員長（成川幸太郎）それでは、川内原子

力発電所の運転状況についてを議題とします。 

 まず、当局に説明を求めます。 

○原子力安全室長（宮田高敬）それでは、調

査事項（１）の、川内原子力発電所の運転状況に

ついて御説明いたしますので、資料１、川内原子

力発電所の運転状況を御準備ください。 

 まず１ページの、運転状況及び発電実績につい

てですが、１号機につきましては、上段に記載の

とおり、令和５年５月１９日に第２７回定期検査

を終了し、通常運転中でございます。 

 次に、発電電力量につきましては、表の下から

２行目に記載のとおり、令和５年度につきまして

は１１月末現在で４９.８億キロワットアワー、

設備利用率は９５.６％となっております。設備

利用率につきましては、下の計算のとおりです。 

 次に、２ページを御覧ください。 

 ２号機につきましては、上段に記載のとおり、

令和５年８月１５日に第２６回定期検査を終了し、

通常運転中でございます。 

 次に、発電電力量につきましては、表の下から

２行目に記載のとおり、令和５年度につきまして

は１１月末現在で３９.９億キロワットアワー、

設備利用率は７６.６％となっております。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 ２の放射性廃棄物の管理状況について、令和

５年１１月末現在の１、２号機の合計を御説明い

たします。 

 まず、（１）の気体・液体廃棄物の放出量です

が、表の下から２行目、令和５年度の欄に記載し

てありますとおり、気体廃棄物につきましては

１.５掛ける１０の９乗ベクレル、１５億ベクレ

ル、その下に記載されてあります年間放出管理目

標値１ .７掛ける１０の１５乗ベクレル、

１,７００兆ベクレルを大きく下回って管理され

ています。 

 その右側の液体廃棄物の放出量は、検出限界値

以下となっております。 

 参考までに、トリチウムにつきまして、一番下

に放出量の表を記載しておりますので御説明いた

します。 

 令和５年１１月末現在の放出量は、２.２掛け

る１０の１３乗ベクレル、２２兆ベクレルであり、

その下に記載されてあります年間放出管理基準値

１.１掛ける１０の１４乗ベクレル、１１０兆ベ

クレルを大きく下回って管理されております。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 （２）の個体廃棄物の貯蔵量ですが、１１月末

現在２００リットルドラム缶相当で２万

７,７３４本貯蔵されており、貯蔵容量約３万

７,０００本に対して貯蔵率７５％となっており

ます。 

 その下には、３項としまして月別の発生量、焼

却減容量、搬出量、貯蔵量を掲載しておりますの

で、後ほどお目通しください。 

 次に、３の使用済燃料の貯蔵状況ですが、

１１月末現在、１、２号機の合計貯蔵容量

３,２２４体に対し、現在の貯蔵量は、使用済み

燃料が２,３８２体で、再使用燃料が２４体、合

計２,３８２体となっており、貯蔵容量に対し

７４.６％となっております。 

 次に、４の新燃料の保管状況ですが、１１月末

現在で１号機が４体、２号機が４体の合計８体を

保管しております。 

 最後に、５のトラブル情報ですが、今回、法令

に基づき、国へ報告を要する事象等はございませ

んでした。 

○委員長（成川幸太郎）ただいま、当局から

説明がありましたが、これより質疑に入ります。

御質疑願います。 

○委員（井上勝博）まずお聞きしたいんです

けども、１号機と２号機の発電容量が、１号機が
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４９.８億、２号機が３９.９億ということで、

１号機のほうが長く運転しているわけですから、

当然と言えば当然なんですけど、一方、ちょっと、

あれと思ったのが、使用済核燃料が、１号機の場

合よりも２号機の場合のほうが、あと５年ですと

いうふうな報道がされてますね。これ発電容量と

使用済核燃料というのは何か比例するような気が

するんだけど、そうじゃなくて、これはどういう

ことで２号機のほうがプールが多いのかというこ

とを教えていただきたいんですけど。 

○原子力安全室長（宮田高敬）資料の４ペー

ジを御覧ください。４ページの３に使用済み燃料

の貯蔵の状況という表がございますが、１号機、

２ 号 機 そ れ ぞ れ 貯 蔵 容 量 が 、 １ 号 機 が

１,８６８体、２号機が１,３５６体と、２号機の

ほうが容量が小さくなっております。ですので、

発電実績とこの貯蔵率についてはリンクはしてい

ないものになっています。 

○委員（井上勝博）分かりました。すみませ

ん。気づきませんでした。 

 しかし、この貯蔵容量が８９万キロワットと出

力は同じなわけですけども、この使用済核燃料の

貯蔵容量が違うというのは、これは何か理由があ

るんですか。何か御存じですか。 

○市民安全部次長（遠矢一星）これは、ちょ

っと以前、確認した事項なんですけれども、１号

機と２号機では建設年次といいますか、少しずれ

がございます。そういった意味で、再処理工場に

搬出できる見込みというのが、２号機はその後に

できたわけですので、近くできるということで、

最初でその容量というのが少し小さめに作られた

というふうには聞いているところです。 

○委員（井上勝博）以前、管理容量という考

え方が電事連のほうがあるというふうに言ったん

だったんですけど、何だかもうよく訳が分からな

くなっちゃったんですね。管理容量は重さでやっ

てますよね、何トンということで。それで、ちょ

っと一体の重さというのは幾らぐらいなのかとい

うことをやれば、計算が出てくるかなと思ってい

るんですけど、その重さというのは一定している

ものなんですか。それともばらつきがあるものな

んですか。一定していればどのぐらいなのか教え

ていただきたいんですけど。 

○原子力安全室長（宮田高敬）以前電事連の

ほうの資料で重さの数値が出てた部分があるんで

すけれども、あれがウラントン数ということで、

ウランの重さになっていまして、それぞれの燃料

体の１本の重さということではないというふうに

認識しています。 

○委員（井上勝博）ますます分からなくなっ

てきたんですけど、分かりました。これはもうち

ょっと私も勉強してみますけど。 

 それで、昨日、九州電力のほうから、昨日、お

とといですかね、知らせがあって、使用済み核燃

料プールの共有化という工事をするんだという話

で、ああ、そうかというふうに思ったんですけど、

よく考えてみると、どういうことなんだというふ

うに疑問が湧いたんですね。というのは、１、

２号機というのはそれぞれバラバラの使用済核燃

料プールがあって、壁で隣接しているものなんで

すかね。その壁を取り払うというので共有化する

のか、そこら辺、ちょっと詳しいことを聞いてい

ただいてますかね。 

○原子力安全室長（宮田高敬）使用済燃料

プールにつきましては、１号機、２号機、それぞ

れプールがございまして、それぞれでも隔離され

たものとなっております。今回共有化を図るとい

うことで、１号機の使用済燃料を２号機の使用済

燃料プールに入れたり、２号機の使用済燃料を

１号機のプールに入れたりすることが可能となる

ような申請ということで伺ってます。その、それ

ぞれの号機の使用済燃料をそれぞれの違うのほう

使用済燃料プールに入れるためには、それぞれ外

を通って別の号機のほうに運んで行くと。それな

りの使用済燃料をそれ用の容器に入れた上で、外

を通って移すということで伺っております。 

○委員（井上勝博）壁を取り払うことじゃな

かったわけですね。そうすると、一旦、全部沈め

ているものを１回水から出すと、そのときに容器

に入れて出して、それを移動するという工事をす

るのが今回の工事の内容だという理解でよろしい

んですね。 

○原子力安全室長（宮田高敬）今回の申請に

つきましては、先ほど御説明しましたとおり、そ

の使用済燃料をプール間で輸送するんですけれど

も、これは工事を伴わないものと伺っております。 

○委員（井上勝博）言わば水の中で全部処理

しないといけないですから、水の中で容器の中に

使用済み核燃料を入れて、そしてそれを水ごと取

り出して、それを１号機から２号機とか２号機と
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か移動するという作業になるって、そういう理解

でよろしいですか。 

○原子力安全室長（宮田高敬）水ごとではな

いと思うんですが、それぞれの使用済燃料プール

から燃料を取り出して、今、議員おっしゃったよ

うに、キャスクというものに入れて運ぶものでご

ざいます。ですので工事は伴わないということで、

これまでも六ヶ所村のほうにも使用済燃料を配置

して、キャスク等に入れるというような作業を行

われていますので、今ある装置を使ってそのよう

なことをされるということで伺っております。 

○委員長（成川幸太郎）ほかにございません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（成川幸太郎）質疑は尽きたと認め

ます。 

 以上で、川内原子力発電所の運転状況について

を終了します。 

────────────── 

△令和５年度鹿児島県原子力防災訓練につ

いて 

○委員長（成川幸太郎）次に、令和５年度鹿

児島県原子力防災訓練についてを議題とします。 

 まず、当局に説明を求めます。 

○防災安全課長（森山勝男）それでは、防災

安全課から、令和５年度鹿児島県原子力防災訓練

について説明いたします。 

 それでは資料２を御覧ください。 

 令和５年度原子力防災訓練の概要の案で、今年

度の訓練の概要を順を追って説明します。 

 １ページを御覧ください。 

 まず１、訓練日時ですが、令和６年２月１０日

土曜日７時から１８時です。 

 ２の主催ですが、鹿児島県薩摩川内市、いちき

串木野市、阿久根市、鹿児島市、出水市、日置市、

姶良市、さつま町、長島町です。 

 ３の訓練のポイントでは、今回の訓練の主なポ

イントを２つ挙げております。 

 １つ目に、原子力発電所で起こった事故に対し、

その事故の進展に応じて、主催の鹿児島県と関係

９市町がそれぞれの防災計画に基づき訓練を実施

すること。 

 ２つ目に、スマートフォンを活用の原子力防災

アプリをはじめとした原子力災害時住民避難支

援・円滑化システムの活用に主眼を置いて行いま

す。 

 ここからは、訓練項目ごとに訓練内容を要約し

て説明します。 

 （１）段階的避難に係る住民理解を深めるため

のシナリオ訓練です。３段階にフェーズを分けて、

ＰＡＺ要配慮者避難に始まり、ＰＡＺ住民避難と

ＵＰＺでの屋内退避、最後にＵＰＺの空間放射線

量率に基づく住民避難を実施します。 

 次は、（２）警戒事態における初動対応訓練で

は、原子力発電所の事故状態が警戒事態となった

ことで、情報伝達や職員の参集、オフサイトセン

ター立ち上げに始まり、実動機関への派遣要請や

要配慮者避難準備、要配慮者のうち避難すること

で健康のリスクが高まる恐れのある方が一時避難

するための施設、放射線防護施設の稼働訓練を例

年実施しています。 

 次は、（３）です。オフサイトセンター参集・

運営訓練では、拡充とありますとおり、今年度か

ら拡充訓練としてオフサイトセンターの運営と新

たに完成したオフサイトセンター別館の活用、県

現地本部会議の開催を新規訓練とするほか、緊急

時モニタリング関連手順の確認、非常用発電機燃

料供給訓練を行います。 

 次は、２ページ。 

 （４）住民等に対する広報訓練で、記載のとお

り、各種ツールを使用しての広報のほか、観光客

等一時滞在者を想定しての情報伝達訓練を実施し

ます。 

 次は、（５）避難誘導屋内退避訓練では、避難

所での屋内退避や社会福祉施設等の入所者を避難

させるため、避難施設調整システムを活用して避

難先の調整を実施、また、九電の訓練として九電

社員による避難支援も行われます。このほか、市

外への避難先へ避難する広域避難訓練、甑島道路

寸断に伴う孤立化への対応として船舶、ヘリコプ

ターによる住民避難の実施、加えて幼稚園、保育

園、学校では、情報連絡、引渡し訓練が行われ、

各園、各校で避難計画に基づく手順の確認が行わ

れます。 

 （６）避難所設置等の訓練ですが、避難先の自

治体が避難所開設、避難住民の受入れを原子力防

災アプリを活用して受け入れるほか、要配慮者、

視覚・聴覚障害者を想定した受入れ対応訓練も実

施します。また、避難所では健康相談窓口も設置

され、ダンボールベッドの組立に避難住民に参加
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してもらい、さらに、原子力防災に関する講習会

も受講してもらうこととしております。 

 続いては、（７）避難退域時検査・原子力災害

医療措置訓練です。こちらも、拡充とあるとおり、

３ページ、オにあるとおり、避難退域時検査の候

補地で、これまでの訓練では実施していない日置

市、吹上町内で避難退域時検査訓練を行います。 

 また、安定ヨウ素剤の配布に係る一連の訓練や、

被爆してしまった傷病者への対応訓練も併せて行

う予定です。 

 （８）原子力災害時住民避難支援・円滑化シス

テム活用訓練。この訓練項目でも拡充した訓練を

行うこととしており、②避難車両配車システムを

使用して、自家用車で避難できない住民のバスな

どをウェブ上のシステムで車両を確保し、避難住

民のもとへ配車する訓練を行います。これまでは

電話で手配する訓練でしたが、今年度はシステム

を実際に使用した訓練が加わることになります。 

 加えて⑧でも新規の訓練があります。原子力防

災アプリをスマホに入れている住民が、その情報

投稿の機能を使用し、現地の道路災害情報を投稿

します。その情報に対し訓練本部が直ちに対応方

針を決定し、指令を受けた実動機関が現場に急行

して、その障害を除去するまでの一連の動きを確

認します。 

 次に、（９）自衛隊などの実動機関との連携で

す。消防・警察・自衛隊・海上保安庁と連携した

道路啓開・船舶避難・ヘリによる避難・交通誘

導・交通規制・車両による広報訓練を実施します。 

 また①での道路啓開を自衛隊が実施し、開通し

た道路の奥で倒壊した家屋に閉じ込められた人が

いるとの想定で、消防局による救助訓練を実施す

るため、県と調整を進めております。また、避難

待機時検査では、車両の簡易除染と避難地区での

残留住民がいないかどうかの確認でも、実動機関

との連携が図られます。 

 最後の（１０）その他の訓練として、記載の訓

練も行われます。 

 次に、資料３で補足の説明をさせてください。 

 この資料は、訓練に参加する市内住民向けの説

明資料と同じものを使用してございます。 

 まず４ページを御覧ください。 

 今回の原子力防災訓練の薩摩川内市分の全体概

要です。 

 左端の列、一番上に事態とありますが、これは

原子力発電所の事故の状況を示す言葉で、警戒事

態から下に行くにつれ、事故状況が悪い方向に進

展、放射性物質の放出に至ります。 

 表の真ん中の列がＰＡＺ半径５キロ圏内の滄浪、

寄田、水引、峰山地区の住民総勢６１名に参加い

ただき、事態の進行に応じて、最終的には指定し

た避難所にバス避難していただきます。 

 表右端の列は、ＵＰＺ半径５キロから３０キロ

圏内の市比野、藤本、野下、朝陽、轟、藺牟田、

里、上甑地区の一部の住民１５９名が参加して、

屋内退避や住民避難訓練が実施されます。 

 ５ページからは訓練の時系列を記載してござい

ます。朝７時に地震が発生。市内で震度６強を観

測。発電所内は警戒事態となり、訓練が開始とな

ります。ここでの警戒事態は、震度６弱以上の地

震発生と、大津波警報が発令されたことによるも

のです。 

 ６ページでは、８時３５分、発電所は施設敷地

緊急事態となり、先ほど来、説明いたしました記

載の訓練が行われます。施設敷地緊急事態とは、

発電所内の全ての交流電源が３０分以上喪失し、

運転中、蒸気発生器への全ての給水機能が喪失し

た事態となります。 

 １０時には、発電所が全面緊急事態となり、記

載の訓練が実施されます。全面緊急事態とは、発

電所内全ての交流電源が１時間以上継続して喪失

し、全ての非常用直流電源が５分以上継続して喪

失した事態となります。 

 ページが移ります。７ページです。 

 この後、１１時ごろ、先ほど述べた全面緊急事

態から２４時間を経過したとの想定で、発電所

２号機から放射性物質が放出、周辺にそれが沈着

し始めたとして訓練が継続されます。 

 １１時４０分に、国から一時移転の指示が発出

されると、先ほど来説明しました記載の訓練が行

われ、１８時ごろ訓練が終了予定です。 

 ８ページからは、ＰＡＺ、ＵＰＺ、甑島住民の

訓練の詳細が記載されてあります。 

 １３ページには、原子力防災で使用する用語・

言葉の説明が載っております。 

 資料１４ページには、冒頭で説明しました訓練

種目とその内容を表にしてございます。 

 最後の１５ページでは、今回の訓練の県全体の

概要が分かる図表となっております。後もって御

覧になってください。 
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○委員長（成川幸太郎）ただいま当局から説

明がありましたが、これより質疑に入ります。御

質疑願います。 

○委員（井上勝博）ちょうど今、能登半島地

震があって、志賀原発がトラブルがあったという

ことで、今回、訓練をするに当たって能登のよう

な地震が起きたら、本当に大丈夫なんだろうかと

いうふうにみんな見ていると思うんですね。その

際に、ちょっとＰＡＺの人たちについては、放射

性物質が放出しなくても警戒事態ということで、

それから警戒事態の次の施設敷地緊急事態、全面

緊急事態というのは、放射性物質は出ていなくて

も避難するということで、そういうふうになって

いるわけですが、今回の能登のような地震が起き

た場合には、こういったやっぱり、避難をさせよ

うということはするということになるんですか。

今回の能登はかなりの死亡者が出たり、津波があ

ったり、そして道路が寸断されたりという、非常

にいろんな問題が起こっているわけですが、そう

いうことがあったとしても、この計画自体はこの

ような計画を進めると、そういうことになってい

るんでしょうかね。 

○防災安全課長（森山勝男）委員、今、質問

がありました。原子力災害が起こった、原子力地

震が起きたら警戒事態となりますけれども、その

後の原子力発電所の事故というか、問題が起これ

ば、こういう計画に基づいて実施をするというこ

とになります。警戒事態で施設敷地に緊急事態に

至らないという場合は、避難とかそういうことに

はならないと考えております。よろしいでしょう

か。 

○委員（井上勝博）ただ、分からないわけで

すよね、当初は問題ないと、志賀原発問題ないと

いう報道がされたんだけど、後になって、いろい

ろトラブルがあるんだよということが後で分かっ

てくるわけですよね。 

 この訓練自体は、放射性物質が放出する前にＰ

ＡＺ内の人たちについてこうしなさいよというふ

うになっているわけですよね。出た後じゃもう遅

いから、念のためにこういう体制を取るわけです

よね。それは、このような能登のような地震が起

こったときにも、同じようにするんじゃないとい

うことなんですか。 

○市民安全部次長（遠矢一星）今回の訓練も、

地震との複合災害の訓練になるわけなんですけれ

ども、それぞれ緊急事態、それから施設敷地緊急

事態、全面緊急事態といろいろな要件がございま

す。その要件に該当するのであれば、この原子力

防災のほうも発動しながら、自然災害等両方に対

応していくという形になっていきます。 

○委員（井上勝博）そうすると、例えば仮に

志賀原発はいいとして、川内原発で地震が起きて、

放射能漏れがあったと。そのときに道路は寸断さ

れている、死者は出ている、津波は発生している

という事態の中でも、こういうようなことを進め

なきゃいけないということになっているんですか。 

○防災安全課長（森山勝男）井上委員、今お

っしゃったように、こういうようなことというの

は、この訓練の進め方ということでよろしいです

か。そのようなことが起これば、この各条件に基

づいて、施設敷地内になればこういうこと、全面

緊急事態になればこういうことというのが決まっ

ておりますので、そのように訓練でない、避難を

進めることになります。 

○委員（井上勝博）そうすると、例えば福島

の場合なんかは、放射能が漏れたから、消防団が

被災された方を救出しようと思って現場に行こう

と思ったら、避難しなさいということで、結局そ

の人たちを助けられなかったという事態が起こっ

たわけですよね。だから、これを、事態はどうで

あろうと、あのような大きな地震が起こった場合

には、これをもうとにかくやり切るんだというよ

うなことをすれば、いろんな矛盾も出てくるんじ

ゃないかなと。そもそも道路が寸断されていたら

どうするのかという問題とか出てくると思うんで

すけれども、今の避難計画というのは、能登のよ

うなあんな大きな地震が起きたときには、対応で

きないというふうなことなんじゃないのかなとい

うふうに思っているんですが、そこは、いや、そ

んなことはないです、自信を持って対応できるん

ですということなんでしょうかね。 

○防災安全課長（森山勝男）今回の能登半島

地震のようなことがこちらで起こったらという質

問ですけれども、どのような災害が起こるかとい

うのは、我々も判断というか想像もできないんで

すけれども、例えば地震が起きたら、それなりの

道路の寸断とかも出るでしょうし、津波が発生す

るかもしれないというのはあるんですけれども、

この訓練というのは、あくまでも今この想定に基

づいてやる訓練でありまして、もし違う事態が発
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生したら、そこに住民がいらっしゃれば避難をさ

せる、命を守るために行動するというのは当然必

要なので、あらゆる手段を使って住民を避難させ

るということをやると考えております。 

○委員（井上勝博）柔軟にしないといかんだ

ろうと、それはそう思うんですよね。 

 今回、志賀原発については放射能漏れはなかっ

たわけですけれども、訓練自体、訓練じゃない、

この原子力防災の基づいた何らかの初動的な、何

て言ったらいいんでしょうね、避難はされたんで

しょうか、避難の準備とかそういうのは実際行わ

れたんでしょうか、そこはニュースに流れたのか

どうか分からないものですから、どうだったんで

しょうかね。 

○防災安全課長（森山勝男）地震が起きたら

警戒事態ということで、原子力発電所も市側も一

の自治体も災害対策の準備を整えると思うんです

けれども、そこは多分、ちょっと情報は持ってい

ませんが、確実にされたと思います。電力会社の

ほうも。ただ、事故の進展にはいたらなかったの

で、その避難の準備とかそういったところまでに

は至っていないのではないかと考えております。 

○市民安全部次長（遠矢一星）補足ですけれ

ども、今日の資料３の１３ページをお開きいただ

きたいと思うんですが、上のほうの段に活動レベ

ルが書いてございます。避難を開始するのはこの

中段の施設敷地緊急事態で、これは少しＰＷＲ用

のものでありますので、Ｂとは少し違うと思いま

すが、例えば全ての交流電源喪失が３０分以上続

いたとか、Ｐであれば蒸気発生器への全ての給水

機能が喪失とか、いろんな項目がございますので、

こういった項目にしか原発は今回該当はしてない

と思われますので、原発における避難ということ

については開始はされていないというふうに考え

ているところです。 

○委員長（成川幸太郎）ほかにございません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（成川幸太郎）質疑は尽きたと認め

ます。以上で、令和５年度鹿児島県原子力防災訓

練についてを終了します。 

────────────── 

△原子力防災訓練の現地視察について 

○委員長（成川幸太郎）次に、原子力防災訓

練の現地視察についてを議題とします。 

 それでは、ただいま説明を受けました令和５年

度原子力防災訓練について、例年どおり現地視察

を実施してはどうかと考えております。 

 続いては、原子力防災訓練の行程案を書記に説

明させます。 

○書記（今吉聖人）それでは私のほうから説

明をさせていただきます。 

御手元の資料に基づき、現地視察の行程につ

いて説明いたします。 

まず、2月10日土曜日、市役所を出発し、展示

館及び川内原子力発電所を視察し、その後、県原

子力防災センター、オフサイトセンターにおいて

訓練を視察し、そののち、寄田地区において、道

路啓開訓練、倒壊家屋からの要救助者の救出訓練

などの視察を計画してはと考えております。 

また、資料には記載しておりませんが、市役

所に帰庁後、希望される方がいらっしゃる場合は、

市総合防災センターにおいて、状況等を視察して

はと考えております。 

なお、時間等についてはさらに調整を図るこ

ととしております。 

○委員長（成川幸太郎）ただいまの説明のと

おり計画しておりますが、御意見はありませんか。 

○委員（森満 晃）確認ですが、この行程で

いくと、最初に原子力発電所のほうに行って、一

旦オフサイトセンターへ帰ってきて視察して、も

う１回、また寄田のほうに行くということでいい

んですね。 

○委員長（成川幸太郎）そうです。はい。ち

ょうど道路啓開訓練というのが今回初めてやられ

る訓練になるので、ぜひそこも視察していただき

たいと考えてます。ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（成川幸太郎）それでは原子力防災

訓練の現地視察を実施することとし、その行程に

ついては先ほど説明のありました内容をもとに調

整を行い、委員派遣の手続については委員長に一

任いただきたいと思います。ついてはそのように

取り扱うことで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（成川幸太郎）御異議ありませんの

で、そのように決定しました。なお、現地視察の

実施については改めて文書でお知らせいたします。 

────────────── 

△閉  会 
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○委員長（成川幸太郎）以上で、日程の全て

を終了しました。 

 ここで委員長報告の取扱いについてお諮りしま

す。 

 本日の委員会で調査しました事項及び原子力防

災訓練の現地視察については、３月定例会におい

て委員長報告を行いたいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（成川幸太郎）御異議ありませんの

で、そのように決定しました。 

 以上で、本日の委員会を閉会したいと思います

が、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（成川幸太郎）御異議ありませんの

で、以上で、川内原子力発電所対策調査特別委員

会を閉会いたします。 
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